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研究成果の概要：
本研究は、東アジア文化圏において仏教移入以前に存在していた儒教や、仏教との関わ

り合いの過程で発展していった道教、さらに極東アジア日本の古代からの神祇信仰などの
諸宗教が、それぞれどのように対立し合い、またその対立をどのように超克していったか
という問題を、仏教を基軸にして中国・日本を中心に古代から中世の時代に亘って、それ
ぞれの地域、それぞれの時代ごとにトピックを設定して検討したものである。

交付額
（金額単位：円）

直接経費 間接経費 合 計

2005 年度 2,600,000 0 2,600,000

2006 年度 2,300,000 0 2,300,000

2007 年度 2,200,000 660,000 2,860,000

2008 年度 1,700,000 510,000 2,210 ,000

総 計 8,800,000 1,170,000 9,970 ,000

研究分野： 中国日本仏教
科研費の分科・細目： 哲学 ・ 印度哲学・仏教学
キーワード：神仏習合、仏教批判、朱子学、道教、儒教、陽明学、法華経、談義

１．研究開始当初の背景
本研究は東アジア文化圏を一つのまとま

りのある宗教文化圏として捉え、その中で
仏教を基軸に据えて諸宗教や哲学思想の
「対立と融和」の動きを検討し、それらを
総合して大きな思想的流れとして捉えよう
とするものであった。

本研究に関わる先行研究は、儒仏道三教
交渉史、あるいは神儒仏交渉史として存在
するが、それらは各地域、各時代ごとに個
々別々に扱われ検討されているものであっ
て、大局的で俯瞰的な視点を欠いている。

そこで本研究は個々の先行業績の成果に
ついて、必要に応じて再評価と再解釈とを
加え、「総合」という過程を加えることに
よって、従来とは一歩抜きんでた結果を提
示しようと意図したものである。

本研究は先に科学研究費補助金の交付を
受けた基盤研究Ｂ（２）「仏教移入が及ぼ
した東アジアにおける世界観・人間観への
影響の研究」を踏まえたもので、仏教が東
アジア文化圏においてどのような役割を果
たしてきたかという、これまでの研究代表
者の連続した問題意識に基づく研究であ



り、仏教が地域と民族の特殊性と、そこか
ら由来する対立を超克して一つの東アジア
文化圏全体の共通的精神基盤となりうる有
用性を検証しようとしたものである。

２．研究の目的
本研究は、世界宗教としての仏教が東ア

ジアの漢字文化圏に移入したことにより、
既存の哲学・宗教思想にどのような影響を
与え、また仏教もどのように変容していっ
たかという問題意識のもと、東アジア文化
圏において儒教、道教、神道と仏教との関
わりを、その対立と融和の相において捉え、
大きく東アジアの宗教思想の流れとして把
捉することを目的としたものである。

３．研究の方法
本研究が扱う地域は東アジア文化圏の中

では中国・日本を主として扱い、それにイ
ンドを加える。また扱う時代は古代から中
世までの長期間に及ぶ。それで各地域、各
時代におけるテーマとそのもとに数項のト
ピックをに設定し、研究代表者と研究分担
者にそれぞれ割り振って役割を分担した。
研究メンバーは各自のトピック研究を行
い、それぞれに結果を得る。研究期間の最
終年度に全員が数度集まって、各自もちよ
った成果について議論し、個々の成果を積
み上げることによって大きな思想の流れと
しての思想史を構築しようとした。各テー
マとトピックは次の通りである。
（１）中国における仏教と儒教の対立と融
和
①東晋における仏教受容期の摩擦と受容
②偽経の成立
③唐代韓愈の仏教批判
④宋代儒学の仏教批判
⑤宋代における三教調和
⑥ 明代陽明学と仏教

（２）中国における仏教と道教の対立と融
和
①『老子化胡経』と仏教
②道教経典と仏教
③唐代における道仏二教の先後問題
④元代における道仏二教の論争
⑤明代における勧善書と仏教

（３）日本における仏教と神祇信仰
①神仏習合思想の再評価
②神仏隔離と仏教
③近世初期における仏教批判

（４）インド仏教と東アジア仏教
①インド思想における仏教
②インド仏教と中国仏教の距離
③インド仏教と日本仏教の距離

４．研究成果
研究代表者は、日本仏教の分野で中世鎌

倉時代の仏教者明惠を取り上げ、日本の神
祇に対する信仰が彼の中で仏教思想とどの
ように折り合っているのかという問題を検
討し、日本の神祇信仰と仏教とが個人の中
で混然と融和している様相を明らかにし
た。

また研究代表者は、古代より叡山天台を
中心に日本仏教の中で大きな影響力をもっ
た『法華経』経典が、中世を経て室町時代
に至る間にどのように唱導されてきたかと
いう問題を取り上げ、日本の神祇との関わ
りに注意を払いつつ検討した。

さらに研究代表者は、中国・日本仏教の
分野で日本中世末近世始めに出現した談義
所における談義講説の所産の一つ、『法華
経直談鈔』を取り上げ、その成立と後世に
おける影響を検討した。それは第一に中国
天台から日本天台への思想の流れを検証す
ることを第一とし、中国天台の影響を大き
く受けている日本の中世末から近世にかけ
ての日本天台が、民衆教化にどのような手
段を用い、対応したかを探ることを第二義
としたものであった。

また同時にその時代に神仏習合がどのよ
うな状況にあったのかを検証するためであ
った。その結果として、研究代表者はこの
時代の日本天台は教学思想について見る限
り、従来いわれているように民衆教化のた
めに仏教の平易化を図ったとは言えず、逆
に中国天台の影響を大きく残しつつ、教学
内容は夾雑物が混入した分だけ、思想価値
としては下落したのではないかという結果
を得たのである。上記の結果は研究協力者
として仰いだフランス国立高等研究院の
Rotermund O. Hartmut、 Jean-Noël Robert の二
教授に成果を提示し、共通の理解を持った。
両氏は日本学を専門領域としており、特に
Robert 氏は『法華経』のフランス語訳もあ
り、日本天台の専著もある。研究代表者が
研究期間中に毎年国立高等研究院に出向き
情報交換を行うとともに、両氏をそれぞれ
2007、2008 年に北海道大学に招聘し、シ
ンポジウムと研究会を開催した。これによ
って研究成果を国外に発信するとともに研
究機関同士の国際交流に貢献した（北海道
大学文学研究科とフランス国立高等研究院
との間に国際交流協定を締結）。

また他の研究分担者もそれぞれのトピッ
ク研究を行い、中国分野では明代における
「気」の哲学、また朱子学と陽明学に関す
る成果があり、仏教と朱子学、仏教と陽明
学の対立と融和の基礎的事例研究となっ
た。インド分野では仏教論理学と関わりを
もつクマーリラ研究の成果があり、また原



始仏教における『雑阿含』道品と部派仏教
の『根本説一切有部毘奈耶薬事』との文献
上の関係を解明する成果、また『ブリハッ
ド・アーラニヤカ・ウパニシャッド』研究
に関する成果があった。

以上の検討の結果、大きな意義として、
仏教が東アジア文化圏全体の宗教的共通基
盤として機能しており、しかもそれぞれの
宗教の固有の特性を損なっていないという
点で、今日の現代世界が抱える宗教と民族
の問題解決に一つの有力な指針を示すこと
ができるということが確認された。
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